
概 要：馬見ヶ崎川は、流路延長22.3km、流域面積145.4km2の須川へ注ぐ一級河川である。馬見ヶ崎川沿川では、

流下能力不足により、度々浸水被害が発生している。

このため昭和58年度から河川改修事業に着手し、馬見ヶ崎川及び支川の整備を進め、治水安全度の向

上を図るものである。

広域河川改修事業 ５か年加速化対策

 河川名：一級河川最上川水系馬見ヶ崎川

 場 所：山形県山形市

 事業概要：河川改修 L=7,442m（支川含む）、橋梁架替、樋門工等

＜事業の効果＞
３か年緊急対策、５か年加速化対策の活用により、早期の治水効果発現が可能となった。
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